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様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 
学校名 東京都立大学 

設置者名 東京都公立大学法人 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 
夜間・通信

制の場合 

実務経験のある教員等によ

る授業科目の単位数 
省令で定

める基準

単位数 

配

置

困

難 

全学

共通

科目 

学部

等共

通科

目 

専門

科目 
合計 

人文社会学部 
人間社会学科 夜・通信 

14 

0 
8 22 13   

人文学科 夜・通信 2 16 13   

法学部 法学科 夜・通信 0 7 21 13   

経済経営学部 経済経営学科 夜・通信 0 10 24 13   

理学部 

数理科学科 夜・通信 

0 

6 20 13   

物理学科 夜・通信 6 20 13   

化学科 夜・通信 6 20 13   

生命科学科 夜・通信 6 20 13   

都市環境学部 

地理環境学科 夜・通信 

0 

4 18 13   

都市基盤環境学科 夜・通信 6 20 13   

建築学科 夜・通信 2 16 13   

環境応用化学科 夜・通信 4 18 13   

観光科学科 夜・通信 12 26 13   

都市政策科学科 夜・通信 14 28 13   

システムデザイン学部 

情報科学科 夜・通信 

0 

2 16 13   

電気電子工学科 夜・通信 0 14 13   

機械システム工学科 夜・通信 2 16 13   

航空宇宙システム工学科 夜・通信 2 16 13   

インダストリアルアート学科 夜・通信 2 16 13   

電子情報システム工学科 夜・通信 2 16 13 
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健康福祉学部 

看護学科 夜・通信 

6 

124 144 13   

理学療法学科 夜・通信 23 43 13   

作業療法学科 夜・通信 93 113 13   

放射線学科 夜・通信 18 38 13   

（備考） 

  

 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

東京都立大学ウェブサイト内「教育情報の公表」における任意事項で公表している。 

https://www.tmu.ac.jp/university/kyouikujouhoutop/arbitrary-matter/22202.html 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名 なし 

（困難である理由） 

 

https://www.tmu.ac.jp/university/kyouikujouhoutop/arbitrary-matter/22202.html


  

- 3 - 

 

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 

学校名 東京都立大学 

設置者名 東京都公立大学法人 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 

次の東京都公立大学法人ホームページで一般に公開している。 

https://www.houjin-tmu.ac.jp/about/about10530/ 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常

勤の別 

前職又は現職 任期 担当する職務内容や期待す

る役割 

常勤 セコム株式会社特別顧問 令和７年４月

１日から令和

11 年３月 31

日まで 

業務総理 

常勤 東京都総務局長 令和７年４月

１日から令和

９年３月 31 日

まで 

財務・総務・総合調整担当 

常勤 京都精華大学全学研究機構情報

館長 

令和７年１月

１日から令和

８年 12 月 31

日まで 

国際担当 

（備考） 

 

 

  

https://www.houjin-tmu.ac.jp/about/about10530/
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様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 
学校名 東京都立大学 

設置者名 東京都公立大学法人 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法や基

準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表しているこ

と。 

（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

本学のシラバスは主に以下の記載事項で構成されている。 

①授業方針・テーマ 

②習得できる知識・能力や授業の目的・到達目標 

③授業計画・内容、授業方法 

④授業外学習 

⑤テキスト･参考書等 

⑥成績評価方法 

⑦質問受付方法（オフィスアワー等） 

⑧特記事項（他の授業科目との関連性） 

毎年度 10～1 月頃に学部ごとに入力期間を定め、WEB シラバスシステムによる作成を行っ

た上で、3 月末に大学ホームページで次年度のシラバスを公開している。また、学部によって

は、学生に対して年度当初に冊子版シラバスも配布している。 

授業計画書の公表方法 http://www.kyouikujouhou.eas.tmu.ac.jp/syllabus/flame.html 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、学

修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定しているこ

と。 

（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

成績評価基準を以下の表のとおり定め、試験・レポート・授業への関与など、授業ご

とに成績評価方法や評価割合を設定してあらかじめシラバスに記載し、厳格かつ適正に

単位認定を行っている。 

 

成績 Grade 

Point 

単位 成績評価基準 100 点法

（目

安） 

 

５ 4.0 ○ 
到達目標を十分に達成し、きわめて優秀であ

る。 
90 点以上 

４ 3.0 ○ 到達目標を十分に達成している。 80～89 点 

３ 2.0 ○ 到達目標を達成している。 70～79 点 

２ 1.0 ○ 到達目標を最低限達成している。 60～69 点 

１ 0.0 × 到達目標を達成していない。 59 点以下 

０ 0.0 × 評価の対象とならない。  
 

http://www.kyouikujouhou.eas.tmu.ac.jp/syllabus/flame.html
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３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとともに、

成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 

（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

GPA 制度をすべての学部で導入し、新入生に配布する履修の手引、大学ホームページで公

表を行っている。算出方法は、学生の成績評価を 5 段階で評価し、それぞれに対して

【5=4.0、4=3.0、3=2.0、2=1.0、1=0】という Grade Point を与え、以下の計算式により算出し

ている。 

 

     〔（科目の単位数）×（その科目で得た Grade Point）〕の総和 

（履修登録した単位数）の総和 

                            （小数点第 3 位以下で切捨

て） 

 

上記の方法により算出した GPA について、教学 IR 推進室において学部ごとに成績分布表

を作成し、確認を行う体制としている。 

 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

https://www.tmu.ac.jp/university/kyouikujouhoutop/legal-

matters/gakusyuutop/seisekikijun_h30.html 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施している

こと。 

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

卒業の認定に関する方針（ディプロマ･ポリシー。以下ＤＰという。）は全学版と学部・学科・

コース版を策定し、大学ホームページで公表を行っている。各ＤＰの中で、育成する人材像、

教育の特色、獲得すべき学修成果及び卒業要件を定めている。 

学士課程の卒業要件については、全学版のＤＰに定めた人材像及び獲得すべき学修成果を

踏まえつつ、学科・コース・分野ごとのＤＰにおいて、それぞれの人材養成目的に即して、卒

業に必要な単位数及びその内訳並びにその他の要件を定め、卒業要件を満たした学生に対し

て学位を授与することとしている。 

 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
https://www.tmu.ac.jp/university/kyouikujouhoutop/policy_ug.html 

 

  

GPA ＝

＝ 

https://www.tmu.ac.jp/kyouikujouhoutop/legal-matters/gakusyuutop/seisekikijun_h30.html
https://www.tmu.ac.jp/kyouikujouhoutop/legal-matters/gakusyuutop/seisekikijun_h30.html
https://www.tmu.ac.jp/university/kyouikujouhoutop/policy_ug.html
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様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 

学校名 東京都立大学 

設置者名 東京都公立大学法人 

 

 

１．財務諸表等 

財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 

https://www.houjin-tmu.ac.jp/wp/wp-

content/uploads/2025/10/4aa1ed95b4d3a5a2d9b859a7

05ba0dd0.pdf 

収支計算書又は損益計算書 

https://www.houjin-tmu.ac.jp/wp/wp-

content/uploads/2025/10/4aa1ed95b4d3a5a2d9b859a7

05ba0dd0.pdf 

財産目録 ― 

事業報告書 

https://www.houjin-tmu.ac.jp/wp/wp-

content/uploads/2025/10/bd23bef1fbacae24c8ffadb6d2

649602.pdf 

監事による監査報告（書） 

https://www.houjin-tmu.ac.jp/wp/wp-

content/uploads/2025/10/6bf7027766c68f80e53bf38eb1

0a83b9.pdf 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：東京都公立大学法人 令和８年度 事業計画 対象年度：令和８年４月１

日から令和９年３月 31 日） 

公表方法： 

https://www.houjin-tmu.ac.jp/about/guideline/year-plan/ 

中長期計画（名称：東京都公立大学法人 第四期中期計画 対象年度：令和５年４月１日か

ら令和 10 年３月 31 日） 

公表方法： 

https://www.houjin-tmu.ac.jp/about/guideline/middle-plan/ 

 

  

https://www.houjin-tmu.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2025/10/4aa1ed95b4d3a5a2d9b859a705ba0dd0.pdf
https://www.houjin-tmu.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2025/10/4aa1ed95b4d3a5a2d9b859a705ba0dd0.pdf
https://www.houjin-tmu.ac.jp/wp/wp-content/uploads/2025/10/4aa1ed95b4d3a5a2d9b859a705ba0dd0.pdf
https://www.houjin-tmu.ac.jp/about/guideline/year-plan/
https://www.houjin-tmu.ac.jp/about/guideline/middle-plan/
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３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果  

公表方法：https://www.tmu.ac.jp/university/info/hyouka.html  

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法：https://www.tmu.ac.jp/university/info/hyouka.html  

 

 

（３）学校教育法施行規則第 172 条の２第 1 項に掲げる情報の概要 

 

① 教育研究上の目的、卒業又は修了の認定に関する方針、教育課程の編成及び

実施に関する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 

学部等名 全学共通 

教育研究上の目的（公表方法： 

https://www.tmu.ac.jp/university/kyouikujouhoutop/kyouikumokuteki.html） 

（概要） 

東京都における学術の中心として、東京圏の教育機関及び研究機関等と連携して、大都市

における人間社会の理想像を追求することを使命とし、広い分野の知識と深い専門の学術を

教授研究するとともに、大都市の現実に立脚した教育研究の成果をあげ、豊かな人間性と独

創性を備えた人材を育成し、もって都民の生活と文化の向上及び発展に寄与することを目的

とする。 

 

卒業の認定に関する方針（公表方法： 

https://www.tmu.ac.jp/university/kyouikujouhoutop/policy_ug.html） 

（概要） 

東京都立大学は、学士課程教育において、人類共有の知的資産である学術研究に裏打ち

された専門分野の基本的な知識・理解及び技術並びに幅広い教養を身に付けさせるととも

に、普遍的に有用性を持つ能力を獲得させ、首都東京の諸課題、我が国や世界の課題の解

決に貢献し、広く社会で活躍できる人材を育成する。 

卒業の認定（学士の学位の授与）に当たって、学士課程の学生は、以下の学修成果を獲

得すべきものとする。  

（１）知識・理解及び技術 

① 専門的な知識・理解及び技 

② 幅広い教養としての知識・理解 

（２）普遍的に有用性を持つ能力 

① コミュニケーション能力 

② 情報活用能力 

③ 総合的問題思考力 

④ 論理的思考力 

⑤ 能動的学修姿勢 

⑥ 倫理観、社会的責任の自覚 

⑦ 異なる文化・社会への理解 

 

  

https://www.tmu.ac.jp/university/info/hyouka.html
https://www.tmu.ac.jp/university/info/hyouka.html
https://www.tmu.ac.jp/university/kyouikujouhoutop/kyouikumokuteki.html
https://www.tmu.ac.jp/university/kyouikujouhoutop/policy_ug.html
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教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

https://www.tmu.ac.jp/university/kyouikujouhoutop/policy_ug.html） 

（概要） 

東京都立大学は、以下の方針により学士課程にふさわしい学修成果の幅と深さを確保でき

る体系的な教育課程を編成し、本物の考える力を育成する。 

○  専門分野の基本的な知識・理解及び技術を身に付けさせる専門教育、並びに、専門外の

分野の知識・理解を含む幅広い教養を身に付けさせる全学共通教育によって編成する。 

○  全学共通教育と専門教育の双方において、普遍的に有用性を持つ能力を獲得・強化する

ことができるよう、それぞれの開講科目の履修によって獲得できる能力を明示する。 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法： 

https://www.tmu.ac.jp/university/kyouikujouhoutop/policy_ug.html） 

（概要） 

【求める学生像】 

1.知的好奇心にあふれ、未知のものにチャレンジする人 

2.独創的な発想に富み個性豊かな人 

3.人とのかかわりを大切にし、社会に貢献する人 

4.向上心が強く努力を惜しまない人 

 

  

https://www.tmu.ac.jp/university/kyouikujouhoutop/policy_ug.html
https://www.tmu.ac.jp/university/kyouikujouhoutop/policy_ug.html
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学部等名 人文社会学部 

教育研究上の目的（公表方法： 

https://www.tmu.ac.jp/university/kyouikujouhoutop/legal-matters/kyouikumokuteki.html） 

（概要） 

人文学・社会科学諸領域の専門教育を通じて人間・社会・文化への深い洞察力・判断力を

育て、地域社会においても国際社会においても自立した市民として生活していける力量を身

につけることを目的とする。 

 

卒業の認定に関する方針（公表方法：  

https://www.tmu.ac.jp/university/kyouikujouhoutop/policy_ug/hum.html） 

（概要） 

学科ごとに取得できる学位、育成する人材像、プログラムの特色、獲得すべき学修成果及

び卒業要件等を定めた卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）を策定している。

詳細は URL のとおり。 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

https://www.tmu.ac.jp/university/kyouikujouhoutop/policy_ug/hum.html#） 

（概要） 

学科ごとに次の項目を定めた教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリ

シー）を策定している。詳細は URL のとおり。 

(1) 教育課程編成の方針 

(2) 教育・学修方法に関する方針 

(3) 学修成果の評価の方針 

(4) 学修成果と授業科目の対応表（カリキュラム・マップ） 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法： 

https://www.tmu.ac.jp/university/kyouikujouhoutop/kyouikumokuteki.html） 

（概要） 

求める学生像： 

人間・社会・文化に関する広い関心と強い探究心を持つと同時に、人文諸科学の原理や

研究方法を学ぶ意欲を持つ人 

※「求める学生像」以外の詳細は上記 URL のとおり。 

 

  

https://www.tmu.ac.jp/kyouikujouhoutop/legal-matters/kyouikumokuteki.html
https://www.tmu.ac.jp/university/kyouikujouhoutop/policy_ug/hum.html
https://www.tmu.ac.jp/university/kyouikujouhoutop/policy_ug/hum.html%23
https://www.tmu.ac.jp/university/kyouikujouhoutop/kyouikumokuteki.html
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学部等名 法学部 

教育研究上の目的（公表方法： 

https://www.tmu.ac.jp/university/kyouikujouhoutop/legal-matters/kyouikumokuteki.html） 

（概要） 

法律学及び政治学における最先端の内容を教授研究し、学士(法学)にふさわしい高度の知

識と応用力を身につけさせ、我が国の発展を牽引し得る専門家を養成することを目的とす

る。 

 

卒業の認定に関する方針（公表方法：  

https://www.tmu.ac.jp/university/kyouikujouhoutop/policy_ug/law.html） 

（概要） 

当該学部で取得できる学位、取得できる資格、育成する人材像、プログラムの特色、獲得

すべき学修成果及び卒業要件を定めた卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）を

策定している。詳細は URL のとおり。 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

https://www.tmu.ac.jp/university/kyouikujouhoutop/policy_ug/law.html） 

（概要） 

科目の性質を考慮した学年配当を行うことにより、「卒業の認定に関する方針」にて記さ

れた知識・理解・技術および能力を段階的に各学生に習得させる。演習・卒業論文等を除く

専門教育科目の成績評価について「成績評価分布基準」を定め、成績評価の分布に一定の原

則的基準を設けている。各学年における成績不振者に対しては履修指導を行い、2 年次の終

わりに、2 年次修了判定を行う。 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法： 

https://www.tmu.ac.jp/entrance/faculty/admission_policy/law_politics.html） 

（概要） 

求める学生像： 

1.現代社会の諸問題を解決するために法学・政治学を学びたいと思う人 

2.社会的に有意義な活動に積極的に取り組もうという意欲がある人 

3.法曹、公務員、企業等、社会の第一線で活躍したい人 

※「求める学生像」以外の詳細は上記 URL のとおり。 

 

  

https://www.tmu.ac.jp/kyouikujouhoutop/legal-matters/kyouikumokuteki.html
https://www.tmu.ac.jp/university/kyouikujouhoutop/policy_ug/law.html
https://www.tmu.ac.jp/university/kyouikujouhoutop/policy_ug/law.html
https://www.tmu.ac.jp/entrance/faculty/admission_policy/law_politics.html
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学部等名 経済経営学部 

教育研究上の目的（公表方法： 

https://www.tmu.ac.jp/university/kyouikujouhoutop/legal-matters/kyouikumokuteki.html） 

（概要） 

経済学及び経営学の最先端の内容を教授研究し、様々な問題解決能力を培い、それぞれ

の分野の学士にふさわしい高度の知識と応用力を身につけさせ、我が国の発展を牽引し得

る専門家を養成することを目的とする。 

 

卒業の認定に関する方針（公表方法：  

https://www.tmu.ac.jp/university/kyouikujouhoutop/policy_ug/management.html） 

（概要） 

コースごとに取得できる学位、育成する人材像、プログラムの特色、獲得すべき学修成果

及び卒業要件等を定めた卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）を策定している。

詳細は URL のとおり。 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

https://www.tmu.ac.jp/university/kyouikujouhoutop/policy_ug/management.html） 

（概要） 

コースごとに次の項目を定めた教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポ

リシー）を策定している。詳細は URL のとおり。 

(1) 教育課程編成の方針 

(2) 教育・学修方法に関する方針 

(3) 学修成果の評価の方針 

(4) 学修成果と授業科目の対応表（カリキュラム・マップ） 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法： 

https://www.tmu.ac.jp/entrance/faculty/admission_policy/management.html ） 

（概要） 

求める学生像： 

1.経済・経営に広く関心を抱き、その事象を探り、これらの原理の解明に取り組みたい人 

2.大学で学んだ知識や思考法を将来の経済・経営に活かし、社会に貢献したい人 

3.ゼミナール・講義の場、その他大学における活動を通して他者と交わり、自己を向上さ

せようとする人 

※「求める学生像」以外の詳細は上記 URL のとおり。 

 

  

https://www.tmu.ac.jp/kyouikujouhoutop/legal-matters/kyouikumokuteki.html
https://www.tmu.ac.jp/university/kyouikujouhoutop/policy_ug/management.html
https://www.tmu.ac.jp/university/kyouikujouhoutop/policy_ug/management.html
https://www.tmu.ac.jp/entrance/faculty/admission_policy/management.html
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学部等名 理学部 

教育研究上の目的（公表方法： 

https://www.tmu.ac.jp/university/kyouikujouhoutop/legal-matters/kyouikumokuteki.html） 

（概要） 

自然科学に関する深い理解・知識及び論理的考え方・手法を教授研究し、問題解決能力

を培い、広い視野を有し、理学を基盤として、社会における課題・情勢に対して、適切に

対応できる能力を備えた人材を養成することを目的とする。 

 

卒業の認定に関する方針（公表方法：  

https://www.tmu.ac.jp/university/kyouikujouhoutop/policy_ug/science.html） 

（概要） 

学科ごとに取得できる学位、育成する人材像、プログラムの特色、獲得すべき学修成果及

び卒業要件等を定めた卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）を策定している。

詳細は URL のとおり。 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

https://www.tmu.ac.jp/university/kyouikujouhoutop/policy_ug/science.html#） 

（概要） 

学科ごとに次の項目を定めた教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリ

シー）を策定している。詳細は URL のとおり。 

(1) 教育課程編成の方針 

(2) 教育・学修方法に関する方針 

(3) 学修成果の評価の方針 

(4) 学修成果と授業科目の対応表（カリキュラム・マップ） 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法： 

https://www.tmu.ac.jp/entrance/faculty/admission_policy/science.html） 

（概要） 

求める学生像： 

1.理学部各学科の教育目標に基づく学士課程教育を受けるにふさわしい基礎学力を備え、

向上心が強く努力を惜しまない人 

2.知的好奇心にあふれ、未知のものにチャレンジし、独創的な発想に富み、個性豊かに学

習・研究に邁進できる人 

3.倫理性に富み、自然や人類社会の現状と将来に世界的な視点から深い関心を持ち、その

課題発見と解決に寄与する意欲を持っている人 

※「求める学生像」以外の詳細は上記 URL のとおり。 

 

  

https://www.tmu.ac.jp/university/kyouikujouhoutop/legal-matters/kyouikumokuteki.html
https://www.tmu.ac.jp/university/kyouikujouhoutop/policy_ug/science.html
https://www.tmu.ac.jp/university/kyouikujouhoutop/policy_ug/science.html
https://www.tmu.ac.jp/entrance/faculty/admission_policy/science.html
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学部等名 都市環境学部 

教育研究上の目的（公表方法： 

https://www.tmu.ac.jp/university/kyouikujouhoutop/kyouikumokuteki.html） 

（概要） 

都市の文化を継承・発展させつつ、安全・安心・快適な都市環境を持続的に発展・維持

させるための学問体系を教授・研究し、都市環境を構成する人間、物質、エネルギー、情

報、人工物及び自然の各要素を探求する能力を培い、都市環境の課題を発見し解決し得る

先導的人材を養成することを目的とする。 

 

卒業の認定に関する方針（公表方法：  

https://www.tmu.ac.jp/university/kyouikujouhoutop/policy_ug/ues.html） 

（概要） 

学科ごとに取得できる学位、育成する人材像、プログラムの特色、獲得すべき学修成果及

び卒業要件等を定めた卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）を策定している。

詳細は URL のとおり。 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

https://www.tmu.ac.jp/university/kyouikujouhoutop/policy_ug/ues.html） 

（概要） 

学科ごとに次の項目を定めた教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリ

シー）を策定している。詳細は URL のとおり。 

(1) 教育課程編成の方針 

(2) 教育・学修方法に関する方針 

(3) 学修成果の評価の方針 

(4) 学修成果と授業科目の対応表（カリキュラム・マップ） 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法： 

https://www.tmu.ac.jp/entrance/faculty/admission_policy/urban_environmental.html） 

（概要） 

求める学生像： 

1.都市環境学部で主体的に学修して自らの夢を実現するための十分な学力と熱意を持つ人 

2.広い視野と柔軟な思考力をもち、国際性を備えた巨大都市社会のリーダーになろうとす

る人 

3.工学、自然科学、人文社会科学を融合した総合的アプローチから、多様な都市環境問題

を解決しようとする意欲を持つ人 

※「求める学生像」以外の詳細は上記 URL のとおり。 

 

  

https://www.tmu.ac.jp/university/kyouikujouhoutop/kyouikumokuteki.html
https://www.tmu.ac.jp/university/kyouikujouhoutop/policy_ug/ues.html
https://www.tmu.ac.jp/university/kyouikujouhoutop/policy_ug/ues.html
https://www.tmu.ac.jp/entrance/faculty/admission_policy/urban_environmental.html
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学部等名 システムデザイン学部 

教育研究上の目的（公表方法： 

https://www.tmu.ac.jp/university/kyouikujouhoutop/legal-matters/kyouikumokuteki.html） 

（概要） 

ダイナミックな産業構造を持つ高度な知的社会の構築を使命とし、自然科学に主たる基

礎を置く関連諸分野を横断的に複合・融合化するという理念のもと、機能と感性の両面か

らシステムを考える新しい知の体系を総合的に教授研究する。これにより、幅広い教養と

豊かな知識を先進的なシステムデザインに応用する能力を培い、創造性豊かな技術者・研

究者を養成することを目的とする。 

 

卒業の認定に関する方針（公表方法：  

https://www.tmu.ac.jp/university/kyouikujouhoutop/legal-matters/dp_cp_ap_new.html） 

（概要） 

学科ごとに取得できる学位、取得できる資格、育成する人材像、プログラムの特色、獲得

すべき学修成果及び卒業要件を定めた卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシー）を

策定している。詳細は URL のとおり。 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

https://www.tmu.ac.jp/university/kyouikujouhoutop/legal-matters/dp_cp_ap_new.html） 

（概要） 

学科ごとに次の項目を定めた教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリ

シー）を策定している。詳細は URL のとおり。 

(1) 専門知識における学修成果の確保のための科目編成・教授法・学修方法・学修過程・学

修成果の評価の在り方等の基本的考え方 

(2) 専門教育における学修成果と授業科目の対応表 

(3) 全学共通科目における学修成果の確保のための履修条件・履修指導等の基本的考え方 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法： 

https://www.tmu.ac.jp/entrance/faculty/admission_policy/system_design.html ） 

（概要） 

求める学生像： 

1.先進的なシステムデザイン工学を修得するに十分な高校段階での基礎学力を持つ人 

2.先進的な開発や人や環境に配慮した新しいシステムの創造に関心を持ち、機械、電気・

電子、情報、航空宇宙、デザインなどの専門分野を複合・横断的に学びたい人 

3.知的好奇心を持って、新しい価値の創造に積極的に取り組む意欲がある人 

4.国内外の研究機関との研究交流・共同研究に興味を持ち、国際的に挑戦したい人 

※「求める学生像」以外の詳細は上記 URL のとおり。 

 

  

https://www.tmu.ac.jp/kyouikujouhoutop/legal-matters/kyouikumokuteki.html
https://www.tmu.ac.jp/kyouikujouhoutop/legal-matters/dp_cp_ap_new.html
https://www.tmu.ac.jp/kyouikujouhoutop/legal-matters/dp_cp_ap_new.html
https://www.tmu.ac.jp/entrance/faculty/admission_policy/system_design.html
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学部等名 健康福祉学部 

教育研究上の目的（公表方法： 

https://www.tmu.ac.jp/university/kyouikujouhoutop/legal-matters/kyouikumokuteki.html） 

（概要） 

活力ある長寿社会の構築に貢献することを理念として、保健医療に関する幅広い知識及

び専門の学術を教授研究し、高い見識及び実践能力とともに豊かな人間性を備えた人材を

育成し、保健医療の向上及び健康・福祉の増進に寄与できる保健医療職並びに専門分野に

おける将来の指導者を育成することを目的とする。 

 

卒業の認定に関する方針（公表方法：  

https://www.tmu.ac.jp/university/kyouikujouhoutop/policy_ug/hs.html） 

（概要） 

学科ごとに取得できる学位、必要となる学修成果（（１）分野固有の知識・理解及び技術

（２）普遍的に有用性を持つ能力）を定めた卒業の認定に関する方針（ディプロマ・ポリシ

ー）を策定している。詳細は URL のとおり。 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法： 

https://www.tmu.ac.jp/university/kyouikujouhoutop/policy_ug/hs.html） 

（概要） 

学科ごとに次の項目を定めた教育課程の編成及び実施に関する方針（カリキュラム・ポリ

シー）を策定している。詳細は URL のとおり。 

 

（１）教育課程編成の方針 

（２）教育・学修方法に関する方針 

（３）学修成果の評価の方針 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法： 

https://www.tmu.ac.jp/entrance/faculty/admission_policy/health_sciences.html#） 

（概要） 

求める学生像： 

１ 人の健康に関心を持ち、グローバル化した大都市東京の多種・多様な健康・医療課題

に挑戦できる人 

２ 健康に問題を抱える人々を敬愛し、寄り添うことのできる豊かな人間性を有する人 

３ 豊かな教養と専門的学問知識（知の継承）を基盤にし、自ら考え、実践（知の応用・

展開）できる人 

４ 現在の臨床医療の遂行にはチーム医療が不可欠であり、他の専門職を理解し協働して

学ぶ姿勢を有する人 

５ 国際的視点を有し、異文化に対して寛容かつ柔軟に対応できる人 

※「求める学生像」以外の詳細は上記 URL のとおり。 

 

  

https://www.tmu.ac.jp/kyouikujouhoutop/legal-matters/kyouikumokuteki.html
https://www.tmu.ac.jp/university/kyouikujouhoutop/policy_ug/hs.html
https://www.tmu.ac.jp/university/kyouikujouhoutop/policy_ug/hs.html
https://www.tmu.ac.jp/entrance/faculty/admission_policy/health_sciences.html%23
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② 教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：https://www.tmu.ac.jp/university/kyouikujouhoutop/legal-matters/kyouikusosiki.html 

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 6 人 － 6 人 

人文社会学部 － 62 人 30 人 0 人 19 人 0 人 111 人 

法学部 － 28 人 10 人 0 人 2 人 0 人 40 人 

経済経営学部 － 18 人 15 人 0 人 3 人 0 人 36 人 

理学部 － 42 人 41 人 0 人 34 人 1 人 118 人 

都市環境学部 － 44 人 42 人 0 人 28 人 0 人 114 人 

システムデザイン学部 － 51 人 34 人 0 人 27 人 0 人 112 人 

健康福祉学部 － 27 人 30 人 0 人 16 人 0 人 73 人 

教養部（一般教育） － 15 人 28 人 0 人 4 人 0 人 47 人 

その他 － 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 0 人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

0 人 887 人 887 人 

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 
公表方法：https://www.tmu.ac.jp/stafflist.html 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

全学 FD 委員会を設置し、FD セミナー、教育力向上 FD セミナー等の各種セミナーを実施している他、

新任教員研修、ティーチングアシスタントを対象とした研修（初任者研修、スキルアップセッショ

ン）、基礎ゼミナール担当者研修等の各種研修の実施、授業改善ハンドブック、FD 年間報告書等の各

種刊行物を発行している (WEB 公開を含む) 。また、全学共通科目の授業改善アンケート、全国学生調

査（授業外学習時間アンケート、卒業時の学修成果等アンケート等を統合）を実施し、教学 IR 推進室

との連携を図りながら、アンケート結果を基にした教育改善に取組んでいる。同様に、各学部において

も FD 活動を実施し、専門教育科目の授業アンケート、各種セミナー等を開催している。  

FD 活動について：https://fd.fpark.tmu.ac.jp  

 

  

https://www.tmu.ac.jp/kyouikujouhoutop/legal-matters/kyouikusosiki.html
https://www.tmu.ac.jp/stafflist.html
https://fd.fpark.tmu.ac.jp/
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④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 

学部等名 
 入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学

定員 

編入学者

数 

人文社会学部 200 人 199 人  99.5% 800 人 894 人 111.8% 0 人 0 人 

法学部 200 人 226 人 113.0% 800 人 908 人  113.5% 0 人 0 人 

経済経営学部 200 人 211 人  105.5% 800 人 890 人  111.3% 0 人 0 人 

理学部 200 人 200 人 100.0% 800 人 862 人  107.8% 0 人 3 人 

都市環境学部 255 人 258 人 101.2% 1,020 人 1,110 人 108.8% 0 人 6 人 

システムデザイン

学部 320 人 319 人  99.7% 1,296 人 1,419 人 109.5% 8 人 23 人 

健康福祉学部 195 人 201 人 103.1% 780 人 820 人 105.1% 0 人 0 人 

合計 1,570 人 1,614 人 102.8% 6,296 人 6,903 人  109.6% 8 人 32 人 

 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

人文社会学部 
209 人 

100( %） 

23 人 

11.0(%） 

174 人 

83.3(%） 

12 人 

5.7(%） 

法学部 
225 人 

100( %） 

17 人 

7.6(%） 

191 人 

84.9(%） 

17 人 

7.6(%） 

経済経営学部 
 200 人 

100(%） 

7 人 

3.5(%） 

175 人 

87.5( %） 

18 人 

  9.0(%） 

理学部 
189 人 

100(%） 

132 人 

69.8(%） 

49 人 

25.9(%） 

8 人 

4.2( %） 

都市環境学部 
283 人 

100( %） 

174 人 

    61.5 (%） 

101 人 

35.7( %） 

8 人 

2.8(%） 

システムデザイン学部 
311 人 

100(%） 

234 人 

75.2( %） 

67 人 

21.5(%） 

10 人 

3.2(%） 

健康福祉学部 
199 人 

100(%） 

35 人 

17.6( %） 

153 人 

76.9( %） 

11 人 

5.5(%） 

合計 1,616 人 

100(%） 

622 人 

38.5( %） 

910 人 

56.3(%） 

84 人 

5.2( %） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

（備考） 

 

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 
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学部等名 
入学者数 

修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

 
人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 

（概要） 

（様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の該当部分を再掲） 

本学のシラバスは主に以下の記載事項で構成されている。 

①授業方針・テーマ 

②習得できる知識・能力や授業の目的・到達目標 

③授業計画・内容、授業方法 

④授業外学習 

⑤テキスト･参考書等 

⑥成績評価方法 

⑦質問受付方法（オフィスアワー等） 

⑧特記事項（他の授業科目との関連性） 

毎年度 10～1 月頃に学部ごとに入力期間を定め、WEB シラバスシステムによる作成を行っ

た上で、3 月末に大学ホームページで次年度のシラバスを公開している。また、学生に対して

は年度当初に冊子版シラバスも配布している。 
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⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 

（概要） 

（様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】の該当部分を再掲） 

成績評価基準を以下の表のとおり定め、試験・レポート・授業への関与など、授業ごとに

成績評価方法や評価割合を設定してあらかじめシラバスに記載し、厳格かつ適正に単位認定

を行っている。 

成績 Grade 

Point 

単位 成績評価基準 100 点法

（目安） 

５ 4.0 ○ 
到達目標を十分に達成し、きわめて優秀であ

る。 
90 点以上 

４ 3.0 ○ 到達目標を十分に達成している。 80～89 点 

３ 2.0 ○ 到達目標を達成している。 70～79 点 

２ 1.0 ○ 到達目標を最低限達成している。 60～69 点 

１ 0.0 × 到達目標を達成していない。 59 点以下 

０ 0.0 × 評価の対象とならない。  
 

学部名 学科名 系・コース名 

卒業に必要 

となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の 

登録上限 

（任意記載事項） 

人文社会学部 
人間社会学科  130 単位 有 設定なし 

人文学科  130 単位 有 設定なし 

法学部 法学科  124 単位 有 
46～58 単位 
※学年及び所属に 

応じて設定。 

経済経営学部 経済経営学科  124 単位 有 48 単位 

理学部 

数理科学科  124 単位 有 50 単位 

物理学科  124 単位 有 50 単位 

化学科  124 単位 有 50 単位 

生命科学科  124 単位 有 50 単位 

都市環境学部 

地理環境学科  130 単位 有 50 単位 

都市基盤環境学科  130 単位 有 50 単位 

建築学科  130 単位 有 50 単位 

環境応用化学科  130 単位 有 50 単位 

観光科学科  130 単位 有 50 単位 

都市政策科学科  130 単位 有 50 単位 

システムデザイン

学部 

情報科学科  128 単位 有 50 単位 

電気電子工学科  128 単位 有 50 単位 

機械システム 

工学科 
 130 単位 有 50 単位 

航空宇宙システム

工学科 
 128 単位 有 50 単位 

インダストリアル

アート学科 
 128 単位 有 50 単位 

電子情報システム

工学科 
 128 単位 有 50 単位 
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健康福祉学部 

看護学科  130 単位 有 52 単位 

理学療法学科  130 単位 有 52 単位 

作業療法学科  130 単位 有 52 単位 

放射線学科  130 単位 有 52 単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法： 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

公表方法：https://www.tmu.ac.jp/university/campus_guide/map.html 

以下の事業概要内、「土地・建物」、「キャンパスマップ」、「アクセスマッ

プ」の項にも記載 

https://www.houjin-tmu.ac.jp/about/ 

 

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 授業料（年

間） 

入学金 

 

その他 備考

（任意

記載事

項） 

人文社会学部 
人間社会学科 520,800 円 282,000 円 

※東京都の住民

は 141,000 円 

 

0 円 

 

 

人文学科 

法学部 法学科 

経済経営学部 経済経営学科 

理学部 

数理科学科 

物理学科 

化学科 

生命科学科 

都市環境学部 

地理環境学科 

都市基盤環境学科 

建築学科 

環境応用化学科 

観光科学科 

都市政策科学科 

システムデザ

イン学部 

情報科学科 

電気電子工学科 

機械システム工学科 

航空宇宙システム工

学科 

インダストリアルア

ート学科 

電子情報システム工

学科 

健康福祉学部 

看護学科 

理学療法学科 

作業療法学科 

放射線学科 

https://www.tmu.ac.jp/university/campus_guide/map.html
https://www.houjin-tmu.ac.jp/about/
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⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 

a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

安心して充実した学生生活を送ることができるよう、経済的理由により修学が困難な学生

等のため、奨学金、授業料減免、学生寮など、学生生活を総合的にサポートする取組を行っ

ている。 

 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

学生が、自己の将来を見据え目標を持って、主体的に知識や能力を培い、社会人として活

躍できるよう、低学年次から一貫した支援を行っている。 

インターンシップ・就職活動に関する情報提供や各種ガイダンス、100 社程度の企業の人

事担当者から直接話を聞くことができる学内合同企業説明会、公務員試験対策、面接対策講

座、OBOG 交流会など年間約 50 の支援行事を開催している。 

また、国家資格を保有するキャリアカウンセラーをはじめとする経験豊かな専門スタッフ

が、一人ひとりの進路・就職に関する相談にきめ細かく対応している。 

 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

学生相談室において、学生生活で生じる様々な悩みや心配事について、専門の教員及び心

理カウンセラーによるカウンセリングを実施している。また、保健室においては、学校保健

安全法に基づく定期健康診断をはじめ、応急処置・健康相談等、心身ともに健全で有意義な

学生生活が送れるようサポートを行っている。 

 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：https://www.tmu.ac.jp/kyouikujouhoutop.html 

 

https://www.tmu.ac.jp/kyouikujouhoutop.html



